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３.事後評価結果 

〇評点： 

 

 

 

〇総合評価コメント： 

 

本課題は広域における海草・海藻藻場の種別の分布や現存量を推定するために、光ハイパースペク

トルセンサ搭載無人機システム、音響ナローマルチビームソナー搭載無人艇システムによるセンサと

プラットフォームを組み合わせた三次元藻場把握システムの開発を目的とした。マルチビームソナー

によるコンブ場、ガラモ場のマッピングに関してはその種分けされた分布を把握できるようになり、

さらに後方散乱の実験値からコンブバイオマスの推定も出来た点は高く評価できる。また、小型で安

価な光ハイパースペクトルセンサが開発され、海藻藻場に適用されたが、この技術は陸上も含めた植

生やサンゴ礁域の調査等にも展開可能であり、様々な生態系の把握・保全ならびにそれらに関連した

産業展開に貢献することが期待される。さらに、浅海域において任意の海底位置を船上から高精度に

推定する新手法を開発した。以上の実用化の見える基礎研究として顕著な成果を挙げたことは高く評

価される。なお、藻場での２つの技術を統合した３次元マッピングや混合した藻場種分布を把握する

方法については確立途上であり、これらの技術をどのように活用するべきかの総合マニュアルの作成

を含めて今後の社会実装に向けての展開を期待したい。 
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